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北朝鮮における言語政策

一一「文イ出苦」を手掛かりに一一

文 嬉員

はじめに

第二次大戦後、朝鮮半島では、同一言語をもった同一民族が二つの政

治体制に分断された後、南北両域間の人的・物的な交流が途絶えてゆき、

その言語体制も、二つの異なった方向ヘ向かっている。その一例として、

国・言語・人に対する名称を、大韓民国(以下、韓国)の場合、韓国語・

韓国人と表記し、朝鮮民主主義人民共和国(以下、北朝鮮)の場合、朝

鮮語・朝鮮人と表記することが取り上げられる。その名称と関連して、

筆者の最初の授業では、なぜ筆者の授業の名称を「韓国語」と呼称する

かの説明を受講者に対して必ず、行っている。なぜならば、筆者が現在朝

鮮語の全てを熟知している訳ではないために、現在の北朝鮮の言葉につ

いて質問された際に、不充分な説明に止まる可能性も存在する点を事前

に知らしめておくためである。

例えば、北朝鮮の人が現在の北朝鮮の言葉を発した、以下のような場

面が考えられる。

「叶11op~~ 叶l 社会号喜アト牛斗. 01土司吐叶|牛豆き十L十聖スト.叶，宝寺吐

1辻吾 2l叶1? J 

筆者は、この例文を聞いた後に、以下のように韓国語で直訳を試みた。
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「北京からきた功勲歌手だ。この音の板に小切手を一つもらおう。君、

先の丸い万年筆あるか。」そこには、ある歌手が北京からきたこと、ま

た音の板とは歌手と結び、つけて考えれば レコードが連想されること、

万年筆を持っているかどうか尋ねていることが窺われた。上記の例文の

最もふさわしい韓国語の訳は、「北京から名誉ある歌手が来た。このレ

コードにサインをしてもらおう。君、ボールペンあるの」である。ここ

では、韓国人(戦後生まれの人)が朝鮮語をそのまま直訳して理解しよ

うとするならば、上記の例文にも見られるような誤訳が生じる可能性が

示唆されている。

例えば、「牛豆」という語嚢が、北朝鮮では「サイン・署名」という

意味であって、韓国では「小切手」という意味である、との言語知識を

t寺つてなければ、上記のような事例と同様に解釈上の誤解も生じかねな

いということである。これは、北朝鮮で現在使用されている言語が、同

一民族・同一言語といわれる韓国人にとっては甚だ異質感を感じさせる

典型的な事例であると考えられる。上記のような言語上の異質感を減ら

し、南北両域の国民の意思疎通を円滑にし、言語上の問題を解決するた

めに、現時点で実現可能な政策の一環として「韓・朝語嚢辞書」を編纂

する必要性が高まってきていると推察される。加えて言えば、上記の事

例は、北朝鮮の人々が韓国語を理解する際も同様な現象が起こることは

ほぼ違いないと考えられる。

ところで、 2007年の歴史的な「南北首脳会談」に同行した、当時韓

国の文化観光部長官であったパク・チウォン(朴智元)氏は、「南北韓

の住民の使用言語と表記については、多いなる違和感を持った」ことを

強調し、南北両域間の言語の異質化が益々深刻化している点を浮き彫り

にしている。さらにその現象は、現在も顕著に表れつつあるのを直接目

撃し、彼のその体験が、その後の南北間の言語の異質化の現象を直視さ

せるとともに、それに真正面から取り組ませるような問題提起の役割を
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も担っている。彼の指摘は、南北両域における言語の異質化の現象を深

刻に受け止めつつも、早急にその異質化の現象を食い止めるための言語

政策を樹立する必要性があることを示唆している。

このような南北両域間の言語の異質化が益々加速化する要因は、南北

両域がそれぞれ独自の言語文字政策と言語規範を創り出したところに存

在している。そして、それを実施する南北両域で言語政策が現在のよう

な言語の異質化の現象を引き起こす大きな原因ともなっている。さらに、

南北両域間の言語文字政策の根本的な相違点としては、韓国では一般民

衆の使用言語の変化により政府の言語政策が修正される反面、北朝鮮で

は先に言語政策を策定してから、人民にその言葉の修正を求める方法を

とっていることを取り上げることができる。すなわち、南北両域間では

全く正反対の言語政策が採られている。

北朝鮮での人為的・人工的な言語政策は、特に 1964年と 1966年の二

度にわたる金日成教示に基づくものであった。それは、絶対的統治者で

ある金日成の一言によって 国家の言語政策に対して一定の方向性が決

定付けられ、急激な軌道修正を辿らざるを得ない結果を招いた。さらに

それが、南北間の言語の異質化を益々加速化させる主要な契機となると

同時に、それを決定付ける要因ともなっていったのである。そして、金

日成の死亡後は彼の政治的な後継者である金正日が その言語政策の多

くを継承しつつ、それを指導したといわれている。また、このような北

朝鮮における言語体制は「金日成が創始し、金正日がその主体主義を言

語に適用・発展させた」という主張は注目に値する。

南北言語の異質化の類型には、音韻・文法・語嚢の三つの体系の異質

化の現象が現れており、その異質化の現象が、顕著に現れるのは既述し

たような語嚢体系の異質化においてである。この語葉の異質化の現象を

深刻にしたものは、 1966年 5月14日の金日成教示によって初めて台頭

した「文化語」の登場であると一般にいわれる。本稿は、上記のような
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語葉の異質化現象の主な要因として 金日成教示によって登場した「文

化語」を手掛かりに金日成教示と金正日談話を検討した後に、その「文

化語」の出現の政治的な背景や、それに連なる「文化語運動」と絡めて

北朝鮮の言語政策の特質を明らかにし、その特質を作りだした主要因に

ついての分析を試みるものである。

その際に、 1 では「標準語」と「文化語」の概念を明確にし、南北両

域の言語政策の差を検討する。 2 では北朝鮮における「文化語Jの成立

過程を検討し、その言葉が出現する政治的な背景をも考察する。 3 で

は「文化語運動」の展開とその結果について見てみる。 4 では「金日

成教示」と「金正日談話J を検討し、そのような二つの言語指針や方針

の中で多く言及される「文化語」を創り出す意味やその出現の政治的な

意味についての分析を試みる。

1. r標準語』と『文化語」の概念

標準語は、一つの国家の共通語としてその一国の言語体制・言語生活

を代表する言語であるといわれる。どんな国家も、その言語体制の標準

的な模範となる言葉があり、新聞・放送などの公式的な言語活動や教育

などは全て標準語を通じて伝達されるのが、 一般的である。韓国と北朝

鮮の場合、現在、前者は「標準語J、後者は「文化語」という、それぞ

れ異なった標準的な言葉を決めて使用している。

朝鮮半島では日本帝国主義による植民地支配を受けていた 1930年代

に初めて標準語に対する基準が整えられた。 1933年に朝鮮語学会が制

定した「ハングル綴字法統一案(を吾謹スト唱号包せ)Jの総論第2項で、

標準語は「豆歪吉会叫斗l豆電ヰ号昇斗詞斗lぺ竺七社会苦豆電Tヰ.(標

準語は概ね現在の中流社会で使われるソウルの言葉とする)J と規定し
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ている。韓国の標準語は、この1933年の「ハングル綴字法統一案」を

基礎にしており、現在使用されているものは1988年に定められたもの

である。その後に部分的に修正されたものもあるが、大部分は1933年

のハンクゃル綴字法と標準語規定をそのまま維持してきている。しかし、

北朝鮮は新しい綴字法と標準となる「文化語」を定め、それを標準語と

して使用している。後述のように、それが南北言語の異質化を益々深刻

にした主因にもなっている。

北朝鮮の標準語である「文化語」は、政治社会的なイデオロギー・理

念の変化によってつくられたものである。「文化語」は、 1966年 5月14

日に金日成が言語学者と意見を交わした後に出した談話の中で、その内

容が具体的に説明されている。(この 1966年の金日成教示の詳細につい

ては、後節で取り上げることにする。)すなわち、金日成は「革命の首

都であり、揺監地でもあるピョンヤンを中心地としてピョンヤンの言葉

を基準にした言語の民族的特性を保持して発展させることにした」とし、

標準語の基準地域をピョンヤンとした上で、従来の標準語の位置に「文

イ七語」という言葉を置き換えたのである。

以上の事実を念頭に置き、以下では、「標準語」と「文化語Jの概念

について先ず比較してみよう。韓国で規定されている標準語とは、 1988

年文教部(現教育科学部)が提示した標準語査定原則第 1章第 1項の「豆

吾叶と豆守也吾01干手竺と型叫ぺ金吉豆 Aj智合唱さJi豆電E斗.(標

準語は教養のある人が広く使う現代のソウルの言葉で、定めることをその

原則とする)J という規定を、その基本にしている。 1933年の 「ハング

ル綴字法統一案」と比べると、「豆吾吉(標準の言葉)Jが「豆吾叶(標

準語)J という用語に取り替えられて、時期を「曹司(現在)J を「電

叫(現代)J に代替し、使用集団も「号昇斗司(中流社会)Jから「豆

守也(教養人)J に変更している。

北朝鮮では、現在「文化語」という用語を使用しているが、「文化語」
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が登場する以前までは、北朝鮮でも韓国と同様に、「標準語」という言

葉を用いていた。 1954年の「朝鮮語綴字法J (朝鮮民主主義人民共和国

科学院)によれば、「豆吾叶七三王位 ~lîl 斗 01 叶1 入ト舎司七号号ノ言。1 7ト

すE書名電叫叶アト金司lλi01号 Aaせヰ .(標準語は朝鮮人民の間で使用さ

れている共通性が最も多い現代語の中からこれを定める)J と記述され

ている。

ところが、 1966年の金日成教示によって、「文化語」という用語が導

入された後では、標準語の位置に「文化語」が置き替えられ、その概念

上でも大きな変化がもたらされた。 1992年の『朝鮮マル大辞典(主位

苦叫斗祖)JJによれば、文化語に関しては、以下のような説明がなされ

ている。

i (吾再叶吐)手司会す会豆号オ|音斗す斗弓王宮斗l 司 UJ~ 牛王曇

号fj スl 豆司王工牛王斗官会ァ1 菩三三豆許cヰ op子叶ス，l~ ，豆号オ1音斗

スl守斗 λ』華社司斗l安オ!雪E32ヰ三三豆ぺl喧ヰユ工 oト吾首オ|アト干叶そ]唱

。L 入ト司子斗弓]号叶斗~~~主主λT 社斗l む lîl01汗噌三三豆せミラ吾詩

ヰミ]包叶 01斗.♀叶斗吾持叶と判叫を牛弓召包匁号スl斗手持|ろ1

~~叶λトサヰす斗全日十吾包叶コヨ~叶1 斗司叶号室干号ヰ吐早叶1λ↑司

王g斗牛王王宮守合号fJス1豆きトj]_3Ja守官会ァ1歪三三豆言トcヰ♀司全]弓]斗

司 E32司スl 守斗 λ』華社Aà 叶1 受オ|吾主p守主豆アト干~~忍三E位百号叶~

菩旦ア101ヰ.J

( (文化語とは)主権を握った労働階級の党の領導の下で革命の首都を

中心地として首都の言葉を基本にして成し遂げられる労働階級の志向

と生活感情に一致する革命的に洗練された美しく整った言語、社会主

義民族語の典型として全体の人民が規範として受け入れる文化的な言

語である。わが文化語は偉大なる首領金日成同志の主体的な言語思想

と党の正しい言語政策によって、共和国の北半部で革命の首都平嬢を
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中心地とし、ピョンヤン(平壌)の言葉を基準にして、わが人民の革

命的な志向と生活感情に合う、文化的にかざられた朝鮮民族語の手本

である。) (翻訳は引用者)

つまり、北朝鮮では「豆吾叶」という用語を「吾井叶」という用語に、

標準言語の使用集団を「主位 ~~J から「豆号オl音」に変更し、言語

使用の基準地域を「王宮守」としたのである。また、「文化語」について

言えば、標準言語集団の特性によって 「労働階級の志向と生活感情に一

致する革命的に洗練された美しく整った言語」と規定しているところか

らある特別な目的によってつくられた人為的な用語であることがわか

る。さらに、南北の「標準語」と「文化語」は、言語の依拠する地域と

依拠する集団が異なることがわかる。両者は、その依拠する集団の使用

言語の差と依拠する地域の差によって顕在化している。前記の事例にも

見られるように、そこには南北両域の間で言語の異質化が深刻であるこ

とがある程度窺われる。以上を踏まえた上で、次には「文化語」の成立

及びその背景について見てみよう。

2. r文化語」の成立とその背景

北朝鮮は、「南北分断」以降、彼ら自身の政権に対する正当性を人民

に示す必要性があった。また、南北分断の政治状況が続く聞に、言語の

面においても多くの変化が見られることにもなる。その変化に伴って主

体思想が体系化されるとともに、言語政策の中にこれを反映させる必要

があった。そのために、固有語嚢や方言語嚢の発掘、固有地名の活用な

どを通して言語生活を豊かにし、それを利用して政治思想性を強化しよ

うとした。そのような目的の下で新しく提示された言葉が正に「文化語」
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であったのである。それは金日成の強力な政治主導の下で行われた。以

下ではその「文化語」の出現の背景について見てみよう。

1964年 1月3日と 1966年 5月14日との二度にわたって金日成は、当

時の使用言語に対する多くの問題点とその問題解決の方向性に関する教

示を発表した。北朝鮮はそれ以降、学際上の言語学に関する全ての問題

も他の分野と同様に、この二つの金日成教示に依拠して、全ての言語問

題の方向性を定め、問題解決の方法を模索することとなった。この

1964年と 1966年の教示には、当時の金日成政権の北朝鮮の言語観、言

語政策、言語学の細部項目の方向が提示されていた。そのために、それ

は以降の北朝鮮の言語政策の基本となって行くのである。

その二つの金日成からの教示の内容を簡単にまとめると、以下の通り

である。 1964年 l月 3日に発表された第一回目の金日成の教示では、

概ね文字改革、漢字・外来語、漢字問題、単語形態の表示問題、語嚢の

整理、言語生活問題、朝鮮語教育などについて広く言及されている。そ

の第一回目の教示の中で最も特徴的なのは、語葉の固有語化が非常に強

調されている点である。そして 1966年 5月14日に発表された第二回目

の金日成の教示では、第一回目の教示に比べると その触れられている

範囲は狭いものの、語葉整理、文字問題などについて言及されてい2)。
またその時点で重要なのは、当時の政権の政治的な思惑によって新しく

作り出された用語である「文化語」の登場とその成立である。

第一回目の教示では、以下で見られるように、「文化語」に対する言

及は全くなく、専らソウルの言葉を標準にしてはいけないことを指示し

た。

. 1964， 1， 3 iiI入1í主位叶号音忍入l ヲl ァ1 ♀{せ要ァトスl 吾ス~1J 

「♀司官会苦忍入lヲ1ミラ叶l娘。1λ↑叶唱斗吾 L十斗官会甚号外王せ斗

叶正常叶L十包喜吉01詰01~~9 モ λ↑音吉含豆ミê_2_豆苦牛王~合叶
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ヰ.♀司ミラ叶斗万トス1L十♀司斗斗斗 Z千トを官会ァHさJ三豆司王工 λト司

手斗号忍営許.:ïL~ミラ♀司ァト 号{J01斗cヰミ王位EE含宮司入lオot智叶

叫 .J

(我々の言葉を発展させるために他のどんな国の言葉も真似してはな

らず、 また英語や日本語が多く含まれているソウルの言葉を標準にす

ることもできません。我々はあくまでも我々の国の固有語を基本にし、

社会主義を建設している我々が中心になって朝鮮語を発展させなけれ

ばなりません。) (翻訳は引用者)

上記のように、金日成が1964年の自らの教示の中で、外国語の影響

を受けている言葉は勿論のこと、当時のソウルの言葉もその標準語の基

準から外し、「社会主義を建設している我々が中心になって朝鮮語を発

展させなければなりません」と指摘した箇所を考えれば、既にピョンヤ

「文化語」の計画があったことが示されている。ンの言葉を標準にした

その当時は、「文化語」という名称が未だ発表されていないにしても、

その時点で標準語に置き換わる言葉として「文化語」を念頭に置き、 そ

の必要性をも考えていたことが窺われる。

その一回目の教示から 2年後である 1966年 5月14日の以下の第二回

目の教示によって初めて「文化語」 という名称が登場し、それが標準語

に代わる名称として決定された。そして、その概念およびその使用する

標準地域となるピョンヤンの言葉が確定されたのである。

. 1966，5， 14.DL入1i主任叶呈坦号司王号労会会オ1公司斗苔叶11唱さ十叶」

「♀司吉含苦忍入lヲ171刊さ十cヰペミラ叶曇至上守oトot昔叶斗.♀司と♀

司雪UJ斗若旦早ァトヌJ.:iLAc3ぇL吾詩，-iC入ト斗互モサ喧叶l召ス1七千

司司 UJ 斗忍吐21 在三干ヰミf告 01λ~~1 ♀J ス!と司 UJ 斗牛王01t9丘昔スl全]

エ宮守合号4j スl 豆きトユヱエg 守官会 71~_Q_豆許叶~e>-l斗弓]号司王号句会
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且吾さトユ工雪祖入lオL十ァト王号許cヰ01=許戒告叶斗.

ユ司叶]i豆歪叶」斗ミラ吉会斗吾 EE豆叫干叶 01=ヰ戎合叶斗 i豆

歪叶」斗ユ1許喧ロトス1玉 λ↑告官会豆歪言トミラ安三三豆ユ妄司オ1司司呈牛

対立旦豆ユ叫豆金吾丘アト~合叫斗.人ト司手斗号忍笠井:ïl..ヌl七千

司アト 雪~斗牛王全lzg 守官舎ァ1 幸三三豆き十cヰ苦祖入!そ]♀司 EE含「豆

歪叶」斗ユヱき十七突且ヰヰ喜 0]喜三豆半三とそ史0]会合y斗

「吾卦叶」吐吉正ユ司季会Z究会英司スlせユes王ユ零オ]:il..ヌヰ竺ミラ

ヲ史0]味合叶斗 .J

(我々の言葉を発展させるためには基礎をよく整えなければなりませ

ん。我々には革命の参謀部があり、政治・経済・文化・軍事の全ての

方面にわたる我々の革命の全般的戦略と戦術を立てる革命の首都であ

り、揺監の地であるピョンヤンを中心地としてピョンヤンの言葉を基

準にした言語の民族的特性を保持し発展させることとしました。

ところで「標準語」という言葉を変えなければなりません。「標準語」

というとまるでソウルの言葉が標準だ、という間違った理解をすること

になるためにそのまま使用する必要はありません。社会主義を建設し

ている我々が革命の首都であるピョンヤンの言葉を基準にして発展さ

せた我々の言葉を「標準語」という名称より、他の名前で呼ぶほうが

いいと思います。

「文化語」という言葉もあまり望ましくはないけれども、それでも

そのように替えて使用したほうがよいでしょう。) (翻訳は引用者)

すなわち、北朝鮮では「革命の首都であり、揺監地であるピョンヤン

で現在使用されている言葉」を言語基準にしていくことを表明し、「そ

の言語の民族的特性を保持・発展させる」ことが金日成の教示によって

示された。さらに標準語の使用地域を言及する中で 主にピョンヤンで

現在使われている言葉をその基準として提示する際に、標準語という用
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語を回避し、「文化語」と命名した。そして、その新しく指定した使用

地域であるピョンヤンを中心とする「文化語」の位置を「標準語」と同

等な地位に置くのである。さらに、同教示で標準となる「文化語」の語

嚢は、地上討論を通じて大衆の評価を受けなければならないとし、日常

用語をはじめとして専門用語に至るまで全ての用語を整理し、「文化語」

を学校や新聞・放送に広く知らしめなければならないと強調した。

3. r文化語運動」とその展開

上述のように、金日成教示による「文化語」の指定以降、標準語とい

う用語は徐々に使用されなくなるとともに、急激に「文化語運動」が展

開された。この「文化語の使用運動」を担当し、それを推進する機関と

して 1966年 6月からは内閣の国語査定委員会と社会科学院の国語査定

指導処および言語学研究所が動員され、言語浄化(宮斗吾ァ1)事業が政

府の主導の下で組織的に展開された。この社会科学院は、「共産党の政

策を合理化し、洗脳教育に必要な諸資料を作成し、共産主義理論に立脚

して社会科学全般にわたるいわゆる創造的な発展を助けることを主な任

務とする」重要な政策機関であるといわれている。

具体的に言えば、社会科学院の傘下に法学研究所、哲学研究所、歴史

研究所、文学研究所、言語学研究所、国際問題研究所、経済研究所など

の諸機関が置かれている。その中で特に、言語学研究所は党との関係で

党政策機関の指揮・監督下にある機関であり、党が提示する研究課題を

遂行する使命をおびている。またこれは、この言語学研究所傘下に 18

ヶ所の専門用語分科委員会がおかれ、言語浄化(苦ヰ吾71)事業や「文

化語」の選定作業を国語査定委員会とともに行った機関である。同組織

の機関誌として 『朝鮮語文」、『文化語学習」がある。その中で、後者の
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18ヶ所専門用語分科委員会

専門用語 分科委員会

一般語 一般用語分科委員会

医学・薬学 医薬学用語分科委員会

金属 金属用語分科委員会

生物 生物学用語分科委員会

農学 農学用語分科委員会

数学・物理・化学 自然科学用語分科委員会

建設・水利 建設・水利用語分科委員会

電気・通信 電気・逓信用語分科委員会

機械 機械用語分科委員会

軽工業 軽工業用語分科委員会

商品名 商品名用語分科委員会

文学芸術 文学芸術用語分科委員会

社会科学 社会科学用語分科委員会

体育 体育用語分科委員会

水産・海洋 水産・海洋用語分科委員会

運輸 運輸用語分科委員会

地質・地理・鉱業 地理・鉱業用語分科委員会

林学 林学用語分科委員会

「文化語学習』は、 1966年の金日成による教示の発表後に、 1968年に創

刊された季刊誌である。同季刊誌は、論文や解説などを通じて「文化語
。。

運動」の中枢的な役割を果たしていた。

この「文化語運動」は、 1950年から 1960年代の言語浄化運動(宮ヰ

吾ァ1全号)に続くものである。さらに文化語運動は、漢字語・外来語の

整理や方言からその運動に適合する言葉を選別して「文化語」ヘ移行さ

せようとする動きでもあった。さらにこの運動は、「文化語」の内容的

な面を補完・強化し、それを具体化した言語運動としての、一種の「語

学革命」の意味を持った動きであったといえる。そして、 1966年 7月

には「朝鮮語綴字法」を改定して「朝鮮マル規範集(王位百汗噌召)JJ 
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が発行された。既述したように、金日成教示で定められた実質的な言語

浄化作業と文化語普及運動のために、 1968年から 『文化語学習(吾詩

~守合) dlの刊行や 『現代朝鮮マル辞典(司叫主位宮斗祖)dl、『文化語

辞典(吾科叶斗祖)dlなどの文献を刊行している。それとともに、 1976

年には 「文化語」の規範文法が確立された。

1968年の r現代朝鮮マル辞典(司叫王位宮斗忍)dl には「文化語」の

基本的な単語約5万個の見出し語が選定されて掲載されている。同辞典

は、漢字を全く使用していない点で、大きな特徴をもっている。また、

1980年までは、平安道(寄せ王)、戚鏡道(す弓王)、江原道(な喧王)

地域の方言の中から3100個余りを選別し、それを「文化語」として使

用することが含まれている。このように、北朝鮮では「文化語運動」の

一環として方言や新しい言葉を発掘して 「朝鮮マル大辞典(主位宮叫斗

祖)dl (1992年)に新しい語嚢として追加されている。

すなわち、金日成は言語浄化運動や「文化語運動」、言語政策事業な

どを通じて彼自身の独自の主体言語理論をっくりあげたのである。それ

によって、現在まで北朝鮮の言語が歩んできた言語上の発展の歴史的事

実が歪曲される結果となる。そして、それにとって替わって、金日成の
問

主体言語理論によって北朝鮮住民の言語生活が支配された状況になる。

また、金日成教示の中で始めて創り出された「文化語」によって、朝鮮

半島の民族語はその言語的な分断=異質化を自ら招くことになった。現

在、北朝鮮は朝鮮半島が統ーした後に、「文化語」を共通語として使用

する言語の統一する構想をしているといわれている。

4. r金日成教示」と「金正日談話J に見られる『文化語」

既述のように、北朝鮮の言語政策は「金日成が創始し、金正日がその
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主体主義を言語に適用・発展させた」と一般に認識されている。それは、

金日成の絶対的な教祖主義的な政治統制の下で共産主義体制を擁護し、

一方では独自の民族語に対する発展を成立させたということである。

1994年 7月8日の金日成の死亡後は、金正日が父親の言語政策を継承

したといわれる。 そして息子である金正日は 1980年代から既にその

活動を始めており、金日成の理論をより体系化している。以上を踏まえ

て、次は金正日の主体思想、を中心にした言語政策を具体的に見ていく必

要があるが、 それは別稿に譲ることにする。以下では、金日成の教示に

よって提示された「文化語」の主張は、既に 1960年代の「金正日談話J

等に逸早く 「文化語」 の必要性が示唆されていた点と、「金正日談話」

がどのような意味をもつのかについて見てみよう。

上記のような二回にわたる金日成教示は、その後の北朝鮮の言語政策

の基調になっていった。 その一方で、北朝鮮の言語政策をめぐるいわゆ

る金正日の談話は1990年代初め頃から急に浮上してくることになる。

金正日が言語政策に触れている多くの部分は、彼自身が金日成総合大学

の学生と交わしたとされる談話の内容の中で現われている。その内容は、

概ね金日成教示とあまり変わらない内容となっている。だが、 その中の

一部には、かなり進歩的な内容も含まれている。そこで特に重要なのは、

「朝鮮語の単一起源説」に言及している点である。その金正日の談話は、

1961年 5月25日から始まっており、 1994年の『吾卦叶守合(文化語学

習).n 2号にその内容が詳細に掲載されている。

. 1961 ¥! 5昔25包「ゼ叶想誓叶1ぺ手持l呈ぺl金叶1l唱さト叶」

「百号ヰ号ぜ 01 堂。トヌJ.ïL電~司丘干叶1 安オ|λ~1 百昌子千唱 2守党]王宮守EE

合付。ト苦叶斗 .

スl音堂早守λ』吾会汗唱ヰ包帯守宮含竺ミラヲ見。10ト叶斗 λト早司吾

1::'11芙社日1lt唱ヰ<j宣告竺Z録音叶ヰ.(想寺)♀司と<{:!叶λ』著叶lλ1
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玉討会安全平司叫三1 司堂司司ミラ主ヰユ工子斗有~寺会吐叫司cヰ 01=脅しf

斗.

入十手司ミラす~王λ十字司 L十5Jâ せ王λ十王子司斗苦ラヨ ~01 斗竺ス1 荘。いト

苦叶斗 .λト王子司ミラ喫せ芋叶ユスlす λ十苦吾吐01外Jとを苦豆λ↑唱:Aa

せス1~01 斗ス.p昔叶|λf せ号司王ラ官官 y斗.人十字司曇叶ー喜吉豆可J-<8

01斗2 苦叶斗.(想昔)斗王子司と竺ス1官。十件許叶叫司01=雪 EE首叫

ヰ.

包芋奇想吾名人ト平司号竺唱λ?♀司官会吾公司竺司言トス1~主_lL9J

合叶斗.

~苛λ』吾名人ト手司吾叶司ユヱ♀司聖斗豆ミ号電]エ宮守官会外 o干す叫

ヰ.

司1:lJ平♀司~号叶ミラ L十斗斗:Aà ヌ1 ，コ宮ス~1 ，吾尋斗号fjス1'il 5Ja守合

号公立呈き十叶苦せきト匁合叫斗 .♀司~号叶斗_lLi子守号句会エ号守EE

叶|召号司王主豆干哲司 cヰ 215三司王宮守~01 屯号叶斗汗唱ヰ包吉豆苦忍

さト叶味合叶ヰ.53守官会主云号室干号号吐早叶|λi~号有号句。1 量 01

宮守司王Z 宅叫斗丘干叶l 安オ|苦包 ~01 営忍さ十七♀司自号叶斗豆fE

6 豆司 21合斗ヰ.♀司ミラ♀己l~号叶斗豆吾'ilエg 守EE合言司会ま司

列。トす叶斗」

(民族的特性が生きていて現代的な要求と合う、洗練された規範的な

ピョンヤンの言葉を使わなければなりません。今、一部の学生たちは

規範的なピョンヤンの言葉を使うのではなく、説りを始めとして非規

範的な言葉を使っています。(省略)私たちは言語生活でも古いもの

をむやみに蘇らせる復古主義的な傾向に反対しなければなりません。

説りは威鏡道の説りや平安道の説りなど全て使ってはならない。計七

りは昔からその地方の人たちだけが使っている言葉として一定地域や

地方でしか通じない言葉です。説りを他の言葉で方言といいます。(省

略)説りは使ってはならず、棄てなければならない言葉です。
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一部の学生は説りを使いながら我々の言葉を上手に使おうとしませ

ん。

大学生は百七りを棄て、我々の言葉の標準であるピョンヤンの言葉を

使わなければなりません。

解放後、我が民族語は国の政治、経済、文化の中心地であるピョン

ヤンを中心にして発展しました。我が民族語に固有の特性はピョンヤ

ンの言葉に集中的に具現されており、ピョンヤンが民族語の規範的な

言葉として発展してきました。ピョンヤンの言葉は今日、共和国北半

部で民族的特性が高く発揮され、現代の要求に合うように絶え間なく

発展する我が民族語の標準となりました。我々は民族語の標準である

ピョンヤンの言葉を広く活用しなければなりません。)(翻訳は引用者)

以上の内容は、金正日が言語問題を中心とするテーマに関連して行っ

た談話である。それは1961年に金日成総合大学の学生と「句叶想号外l

ぺ子斗l吾ぺl含叶1叫許叶(言語生活における主体性の確立について)J 

という題目で発表されたものである。ここでは、言語と民族の関係、言

語の機能、言語生活の問題などに言及されている。そして彼の談話の中

で、特に注目すべき点は、「洗練された規範的な言葉であるピョンヤンの

言葉の使用」、「方言の使用禁止」、「我が言葉の標準であるピョンヤンの

言葉の使用」を主張した内容である。これは、北朝鮮の発表上では

1966年の二回目の金日成教示より 5年も前に発表した言語政策に対す

る主張となっている。だが、金正日が発表したとされる、その談話の公

表時期については後述のようにいくつかの疑問が残る。

また、 1995年「吾持叶雪合(文化語学習).!1 4号に掲載された 1963年

10月25日金日成総合大学の学生と「句叶想誓叶1ぺ吾詩句含量01スト(言

語生活で文化性を高めよう)J という題目で、行った談話では、 「言語の

中から文化性を高める」ことについて言及されている。
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. 1963吐10笹25営「坦叶想普叶lλ↑吾持母含量01スト」

í~叶ミラ斗λト三こ号斗牛吐全l~え吐吾 λト平司号竺オl 司喧 λト苦吾01λ↑豆

斗λト号スト千ト苦オ11斗ミE牛~オl 司 y ヰ .λト王子司叶l 七

吾持母01訟とそ交正ヰス1詰合yr:十 .(守号)

~叶叶lλT 吾詩句会三宝叶 01=苦y r:十.

吾主}J'j ヌl オl 官会き十五音含付。ト λト昔斗~吾王宝I"Oトス12λト司叶11 2 

せを王弓ヰァ1':号含斗|♀lL十在牛ヌl合叶斗.(想寺)

~叶 λ3 華叶|λ↑ λト手司 L十~苦斗主主全日l 吾主p守宅]官会司王工雪合竺

坦♀牛を♀司 EE斗忍在宅T苦忍叶|ス.pす金子オl司叶斗 .J

(言語は、意思疎通の手段であるため説りを使うようになれば、人々

がお互いの意思を自由に伝えることができません。説りには文化性が

ないものも少なくありません。(省略)

言語で文化性を高めなければなりません。

文化性がある言葉と文字を使うことで人格も高くなり、社会に高尚

な道徳的気風を植えつけることができます。(省略)

言語生活で説りや無駄口のような非文化的な言葉を使って文字を書

くならば、優秀な我が言葉の健全な発展に支障を与えることになりま

す。) (翻訳は引用者)

金正日は、「方言は非文化的な言語である」と主張し、「非文化的な方言

を使用することになると、お互いの意思疎通の面で不自由になる」状況

が生じる可能性を強調している。そして、「言語生活の中から文化性を

高める」必要があり、「その文化性の高い言語を使用することによって人

格も高めることになる」と主張し、言語問題を人格問題とも結び、つけて

触れている。ここで特に重要なのは、金正日が既に金日成教示よりも前

に方言を言語政策の妨げになると捉え、それに言及していることである。

以降、金正日は1964年 1月6日と 1964年 2月20日に金日成総合大学
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の学生と「主位。1斗手持1弓苦忍斗召含翌十司吾なE32司ス1宅J(朝鮮語の

主体的発展の道を示した綱領的な指針)J と í <8叶斗~号吾オ11 (言語

と民族問題)Jの題目で、談話を行った。金正日の 1月6日の談話は、第

一回目の金日成教示の三日後に行なわれたものである。同談話は、金日

成教示の「言語の本質と社会的機能」に関する問題を浮き彫りにし、言

語の主体が人民であることを強調した内容となっている。その際に、再

度「朝鮮語の基準は革命の首都であるピョンヤンの言葉である」ことを

主張したのである。

• 1964¥:! 1号室 6営「三王位叶斗子持l司聖忍斗召含曽司吾なE32ヰスl宅JJ 

「主位叶斗ァHきJL 司~斗牛王そ1 1Iâ 守斗 EE唱叫斗.斗斗斗 ~à ヌ1， 78

刈，吾主干斗号すまス101tヰ司~斗 7i~~ 牛玉吾号位三豆許叶句叶吾

オ|曇司召さトユ1 牛玉三l <8叶曇アl 歪 o 豆~号叶社吐含苦忍入l オし十アトミラ

安芸人ト詞手斗司~号t>1忍信叶|λ? 包吐きトオ1 在ス1 許cヰ 01=苦吾甚唱さJ 唱

叶斗.司~斗牛豆七豆号オ1音斗 Ef望せ牛~斗曹司を弔王宮叫す

斗号アト斗互モコきさ~ 01 寸入1~~ラ号fj ス1 01 叶すヰ~吾吐且王号。l 苦

言3 叫豆司~ <8 t>1 λ』華斗 7i~ 包叶斗.司~斗牛王ミ]司令斗<8叶モス1

勾喧包叶 21 ヌト 01 号主菅井叶宣言 ^à 司 z 苦忍許叶号丘さトオl~ ♀{叫せ

牛弓 ld 列lぺ号入1 司士]雪 E82司吾号含甚且ア1 豆き十叶~号。1 斗毛L3E ♀

牛守丘主こ曇召叫メ泣きトユヱ文l合叶斗.エ惑守官会豆l:lHァl斗古玉 oトLi叶

λト王子司ァト今1全]寄せ王斗 EE王 oト¥3叶斗.zg守官会主位叶斗ユ工弁曹

司]号司王号句会アトす吾号さ|干曹司ユヱヌli三叶~号t>1営祖斗アトすきEJさ
(15) 

牛歪叶1101吾ゼ叶包叶斗 .J

(朝鮮語の基準は革命の首都であるピョンヤンの言葉です。国の政治、

経済、文化の中心地であり、革命の拠点である首都を中心にして言語

問題を解決し、首都の言語を基準に民族語全般を発展させていくこと

は、社会主義的民族語の建設において一貫した見地で行うことを基本
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的原則にする。革命の首都は労働階級の卓越した首領の賢明な指導の

下で党と国家の全ての政策が提示される中心地であり、党籍を有する

出版社の出版物が発行・配布される言語生活の拠点です。革命の首都

であるピョンヤンの言語は地域と言語的差異を超越して形成され、発

展した。重要なことは偉大な首領様が創始した革命的文風を見本にし

て民族語の優秀な要素を集大成していることです。ピョンヤンの言葉

はその土地の言葉でもなく、説りが混ざった平安道の言葉でもありま

せん。ピョンヤンの言葉は朝鮮語の固有の民族的特性を最も立派に具

現しており、民族語の発展の最高水準に達した言語です。) (翻訳は引

用者)

金正日が積極的に「文イ乙語」という用語を用いるのは、 1992年の「坦

叶守分叶|吾守斗l:l1~01 双ヰ. (言語形状に文学の秘訣がある)J (Ii手

持吾守喜(主体文学論).0 )という著作である。その中で彼は言語学に

関する考え方を取り上げ、それについて詳しく説明している。

. 19921j i包叶さきす叶1吾苛斗l:l1召01対斗 .J

「千司L十斗叶1ペモス1舌三工弁せ♀司吉会司号せ司せを型ス1Bせ♀

司古今叶1 喜叶号叶会斗司叶斗せストö-l-呈 Aj 司さ十七 λ十守~01宮支lオ1唱

叶ス1Jlヌlr::十.01ラHさ♀司宮斗;:l号司王手営会Jl牛きトミ壬喧叶|λ?と号

喜，号斗す入ト01斗1坦叶斗 or盈詩号 Efと叶lλT王号丘をす王豆呂ヰ
ス1 舌壮三位斗|λ↑;:l号ö-lァト fJ 司官会}~Jlヌlと叶l ヰァトヰヰす斗 7~ 司l

吾 01 ♀司号せ λ1 豆主主己十社営oトi型社~叶王子千曇苦牛~匁ァ1 uJ1吾

斗l坦叶斗号号想。lλト斗召牛放と判君。l主 â斗221斗 .(想寺)司

す忍井ス1~豆歪叶》豆せoトJ之宮付金堂王哩ミヨ司 cヰ 03 叶，営菩叶，

社スト叶手ノヨ 01 豆司 21i叶苦手斗~守01 ♀司;:l号斗忍号斗ロl 社叶1

安ス1~よそ 01せせ安三三豆哩許対斗 .号室十号号吐半叶1λ十寸JL♀司す斗
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会日十吾包叶 ~ël~ 叶l 斗言十叶叶l豆芋叶外主弓 JLi千三壬せ ~01 合牛きトォ!

?立。トサoトヌli叶入1~斗丘干叶l 受オl 苦せきト匁ヰ.司~斗牛王王宮守45

♀司宮斗吾斗~号ヰ号守合アトすを召さトオ1JL牛言十五聖司入l そ]吾持

。1 斗号4J ス1 0 1 斗.入1 吾オl 苦祖をごと云斗王宮守EE含ァ1~_Q_豆せ七斗喧

♀司宮斗合召ぜ斗子持1句会堂司喧λ?ユ安全忍忍きトオ1堂社入1ヨ牛

対斗.王宮守吾詩叶ミラミ手持号号吐千社ヰl 包~斗号号斗与二号ごと豆芳三E

司王17十干叶会♀司~号叶斗♀牛せ包叶丘士号召叫 J泣き十三工対立叶

λi -告官会日l 芙ヰcヰせ三E位 z{ス1 斗l社社号215三豆外 J之官季会~号叶

JL~三玉喜牛許cヰ聖司入1 そ1~01 ヰ. (λ~~干)斗アトミラ♀司す斗包叶 ~ël

21 斗 ~ël す句会王子干早斗召 01 む斗きトユ1 Iia守吾尋叶号 21号公司外01=
せ斗 .J (IT'子司1吾苛喜JJ) 

(我が国では今日、固有語を積極的に活用する一方、過去、我々の言

葉の中に入ってきた外来語と漢字語を整理する事業が強力に推し進め

られている。これは我々の言葉の民族的特性を断固として守る側面は

もちろん、北と南の間に言語の異質化を防ぐことにおいても重要な方

策になる。今日、南朝鮮で民族語がかなり抹殺されているだけでなく、

長い間北と南の同胞が分断されている問、言語交流ができなかったた

めに言語の共通性が薄れていく危険性が醸成されている。(中略)こ

のような時に北と南がそれぞれの人民の言語生活をなりゆきに任せて

おくならば、近い将来、民族の基本要素である言語の単一性をも失う

ことになる。例え言語交流のない条件下でも北と南が同一の基準、同

一の原則を設けて言語を発展させるならば、そのような事態を事前に

防ぐことができる。北と南がともに固有朝鮮語を基準にして言語の基

本枠を立て、外来語と漢字語を整理し、我々の言葉に替える原則から

言語を発展させるならば、予め言語の異質化を防止し、その純潔性を

守ることができるだろう。(中略)解放前まで《標準語〉として考え

られてきたソウルの言葉も変質して英語、日本語、漢字語だらけにな
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り、口調や抑揚が我が民族の伝統的な美の感覚に合わない奇妙なもの

に変わってしまった。共和国北半部だけは我が党の正しい言語政策に

より、昔から使われてきた固有の朝鮮語が純粋な形で、残っており、時

代の要求に合うように発展してきた。革命の首都ピョンヤンは我々の

言葉と文字の民族的特性の純潔さを最もよく 守り、発展させた文化語

の中心地である。新しく発展した今日のピョンヤンの言葉を基準にす

るならば、我々の言葉の純潔性と主体性を保ちながら、それを健全に

発展させることができる。ピョンヤン文化語は共和国北半部の全人民

の共同の努力によって創造され、培われてきた我が民族語の優秀な言

語要素を集大成しており、ソウルの言葉を始めとして南朝鮮各地で伝

統的に使われていた良い民族語の要素をも吸収し発展させたものであ

る。(中略)作家は我が党の言語政策の正当性を誰よりも深く認識し

てピョンヤン文化語を積極的に使用・活用する。) (翻訳は引用者)

金正日は「固有語を積極的に取り入れること」または 「外来語や漢字

語を整理すること」によって「南北言語の異質化を防止する」ことを主

張した。そして、「標準語であったソウルの言葉は現在、英語、日本語、

漢字語などの影響を受けて変質してしまった」とも主張した。また彼は、

「革命の首都であるピョンヤンは、我々の言葉と文字の民族的特性の純

潔さを最もよく保持して発展させた文化語の中心地である」と強調し、

「ピョンヤン文化語」の優秀性にふれ、積極的に取り入れることを主張

したのである。すなわち、金正日が「文化語」という用語を談話ならび

に著作に積極的に使用したのは、この著作の中においてである。これは、

1966年の金日成教示から25年後のことである。また金正日の言語理論

は、金日成の主体思想と言語政策をほぼ全面的に継承している。上記の

談話は、概ね過去の金日成教示を再整理したような内容となっている。

以上の事実の中で重要なのは、 1960年代に言及したとする金正日の
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言語観に関する談話と著作が、なぜ1990年代に初めて公式的に出版さ

れたのか、その背景に関する疑問である、という事実である。言い換え

れば、 1961年、 1963年、 1964年に為された談話とその内容が、なぜ約

30年後に公式的に発表されたかという問題に対する疑問である。この

点を解明できる資料は手許にはないものの、概ね以下のような二つの理

由が存在していると推察される。すなわち一つ目は、金日成の生前当時

に、まだ金日成総合大学の学生であった金正日を浮き出させることは、

父親である金日成に対しては非礼にあたると捉えていた可能性である。

二つ目は、上記のような内容の談話を金正日が実際には行ってもいな

いにも関わらず、彼があたかもそのような談話を行ったかのように談話

の事実を操作し、 90年代になってからそれを発表した、と主張するこ

とによって、金正日の立場または権威を強化し、「金正日の偶像化政策」
(1カ

を図ろうとする目的をもった政治的な意図の可能性である。さらに

1992年と 1993年に出版された「召弓包位召(金正日選集)jJには、こ

のような言語政策に関する著作が一切含まれていないことから、担造の

可能性を否めないであろう。以上をまとめれば、北朝鮮の全般的な言語

政策は、金日成教示から始まったと見ることが妥当であって、「文化語」

に関する提唱においても金日成の政策によって見出されたと見るのが妥

当であると思われる。そのような言語政策によって、南北両域の言語異

質化が益々深刻化していったことは明らかであろう。

おわりに

南北両域の言語の異質化は、韓国・北朝鮮のような分断国家が抱える

宿命的とも言える現象の一つの断面を明確に示している。 1948年から

今日まで約60年間の分断の歴史の中で、南北両域がそれぞれの独自の
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言語政策と言語規範を創り出すことによって、南北言語の異質化が益々

深刻化することになる。本稿は、南北言語の異質化現象の一つで、ある「語

葉の異質化」を検討する上で、主な要因と考えられる北朝鮮の 「文化語」

と「文化語運動」についての分析を行った。

その結果として、我々は、以下のような二つの知見を得ることができ

た。すなわち第一に、北朝鮮における新たな標準語を意味する「文化語」

の登場が、従来南北両域が共有していた標準語の基準の変化を意味し、

それが南北間の言語の異質化を促したという点である。言い換えれば、

北朝鮮は従来の標準語の言語基準を破棄したのであり、それに取って替

わる「文化語」という独自的な用語や基準を設けて一般民衆に対してそ

の基準を強要することによって南北間の言語の異質化をもたらした点を

本稿で明らかにしている。

そして第二に、北朝鮮における言語政策は、言語の生成から消滅まで

の自然発生的な変遷過程を度外視し、上(当時の政権)から押し付けら

れた一方通行的な言語政策が採られ、それが南北聞における言語の異質

化の現象を促進させた大きな原因となっているという点である。その際

に、一国の言語政策が当時の政治指導者(金日成)の教示や(金正日)

談話によって行われた結果、言語政策そのものが、北朝鮮の政治的な体

制維持のための道具と化した点も本稿は明らかにしている。

以上でも見られたように、北朝鮮の主要な言語政策は政治的指導者に

よる人為的なものであるといえる。すなわち、北朝鮮の言語政策は一般

にみられる言語の生成から消滅までの過程を辿るのではなく、当時の政

府が対処するという上から与えられたものとなっている。言い換えれば、

北朝鮮では先に使用言語と活用文字を政策的に決定した後に、人民の使

用言語を徐々に直していく人為的な言語政策が、その特徴であるといえ

る。その結果、北朝鮮の言語には多くの変化がもたらされ、現在の韓国

語と顕著な異質化の現象を招いているのである。
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註

(1) 北朝鮮では、映画俳優・歌手・演劇人の中から優れた人に対して、人民・

功勲などの称号をつけて呼び、その呼称にふさわしい待遇を受ける。 「人

民俳優(歌手)Jは次官級の待遇を受け 「功勲俳優(歌手)Jは局長級の

待遇を受ける。

(2) 拙稿「韓国と北朝鮮における言語規範の比較 「分かち書き」を中心に

J 11語研紀要』第30巻第 1号、愛知学院大学、 2005年、 pp.227-245

(3) 拙稿「韓国における文字政策 漢字教育の変遷について J 11語研紀要』

第32巻第 l号、愛知学院大学、 2007年、 pp.173-201. 

「北朝鮮における文字政策一漢字廃止と漢字教育の現状一J 11語研紀要』第

33巻第 1号、愛知学院大学、 2008年、 pp.113-138. 

(4) 北朝鮮では金日成がいうことを 「教示」といい、金正日がいうことを 「指

摘」と言う。

(5) 召司牛司『召弓包 λ1~ 斗号電}<?:!叶』司守人}、 1997

(6) 拙稿、 (r北朝鮮における文字政策J)前掲論文、 p.117. 

(7) 召包包 「王位叶呈聖司入1 ヲ171 判守安井ス1 吾ス~1J r包叶苛スト吾斗司社

す詩J (1964， 1，3 JJlλ1) (11吾詩叶苛合.n1968吐2主)

(8) 召包匂「主位叶号百号司号^d 合会オ!せ司 L十苔叶1~許叶 J r <?:!叶司スト吾

ヰ許壬]守井J (1966，5， 14JJl入1) (11吾詩叶苛合.n1968吐 3主)

(9) Ad 7a包 「号を斗包叶弓詩人l守ァ1丑J 11号埜斗叶守司~.n号電T坦叶恒子

司司、 1989、pp.42-43

(10) 主主司・召舎7â ・叶号そ 「号電T斗坦叶コ~~ァl 社J 111昔ヰを斗包叶斗 01

司.n ~昔、 2002、 pp.77-80.

(11) 同上書、 p.78.

(12) 1昔d̂♀・ AdスR0Cl r吾詩叶吐豆歪叶斗叶噂オ10十吾アトJ11号埜斗<?:!叶 λ』巷』
ユ工司呂、 1990、pp.22-23

(13) 1961吐 5包25包「包叶守号叶|λ1手荷l吾斗l含叶|叫ヰヒヰ」召営 d̂号音叫
をf苛λ』吾斗守す井 (11吾井叶守合.n1994 ¥! 2主)
(14) 1963 ¥! 10曽25包 「包叶 λ』聖叶1ぺ吾詩句告さt01スト」召営母号音叫骨骨
λ』吾ヰせ菅井 (11吾持叶苛合.n1995¥!4主)

間 1 964 吐 1 包 6 唱 「王位叶斗子ス~1 ヰ聖司斗召含曽司歪守王宮司スl 若 J (11吾

主十叶守合.n1994吐 l主)

(16) 1992 ¥! r喧叶習す叫吾骨三ler室。1対斗 .J(11吾井叶守合.n1993 ¥! 2主)
(1カ 召百牛司「召包匁豆入l斗召Ad包斗<?:!叶01喜」前掲書、 pp.42-43.
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